
発表No. 大学名・ 概要 

Ｃ１ 
 

広島修道大学 
広島修道大学図書館ピア・サポーターは、「アイから広がる図書館
づくり」という理念のもとで、図書館利用者のサポートに取り組ん
でいます。今回の発表では、より良い図書館づくりにつながる取り
組みを企画・実行するグループ活動「ピア・プロジェクト」の内容
や、昨年度初めて実施した「大学祭展示」、「成果報告会」につい
て報告します。 

Ｃ２ 京都大学 
当館の学習サポートデスクは2013年10月に設置されました。主に学
部学生、留学生に対して、レポートや課題などの学習相談を受け付
けています。今までに開催した、レポート講座、オープンキャンパ
スでの学生生活体験談のプレゼン、英語による図書館ツアー、中国
語による文献収集講座などの企画について、ご報告します。 

Ｃ３ 島根大学 
島根大学では2010年から図書館コンシェルジュを発足し、カウン
ター等で利用者の対応をする利用サポートと、自分たちで企画を立
ち上げて実施する自主企画活動を軸として活動を行ってきました。
この事例発表では、現在行っていること、今年度新たに行ったこと、
それを行った結果等について発表したいと思います。 

会場：Ｋ101 
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2018年9月6日（木） 
第8回大学図書館学生協働交流シンポジウム 

事例発表 テーマC 
 
 

広島修道大学 図書館ピア・サポーター 



図書館ピア・サポーター活動報告 

Ⅰ．広島修道大学図書館ピア・サポーターとは？ 

Ⅱ．活動紹介 

Ⅲ．昨年度の活動を振り返って 

 

 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1. フロアサポート2. ミーティング3. おすすめ本展示4－0. 企画書4－1. ピア・プロジェクト〔マナー、イベント、広報、グッズ、展示〕4－2. 大学祭展示4－3. 図書館ピア成果報告会
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広島修道大学 
図書館ピア・サポーターとは？ 



図書館ピア・サポーターとは？ 

• 図書館利用者をサポートする学生スタッフのことです。 

• 今年度は、18名の学生が図書館ピアの理念・目的・目標の実現を
目指し、ピア・サポート活動に取り組んでいます。 

 
 

 



評価 

研修 

計画 

活動 

＊担当職員が実施 

グループ 個人 活動のサイクル 
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活動紹介 

ⅱ 



1. フロアサポート 

授業日の10時～17時まで、図書館の 

各フロアで図書館利用者のサポートを 

行っています。 

 

 【主な活動内容】 

・資料検索、PC操作のサポート 

・消しカスや返却本の回収 

・困っている利用者への声掛け 

・マナー違反者への注意喚起 

・書庫案内 

・プリンタ、コピー機の用紙補充 



3か月に一度のペースで、おすすめ本を 

紹介する企画を行っています。 

毎回テーマを決めて、一人2冊程度 

紹介しています。 

ピア手作りのPOPは必見！ 
お楽しみに～♪ 

2017年度 2018年度 

5～7月 スポーツ 旅行 

8～10月 絵本 宇宙や天文 

11～1月 色 
2～4月 出会いと別れ 

2. おすすめ本展示 



〈2017年度〉 

・マナー係 

・イベント係 

・広報係 

・書庫・ツアー係 

〈2018年度〉 

・マナー係 
・イベント係 
・広報係 
 グッズ係 NEW！ 
 展示係  NEW！ 

より良い図書館作りをするための取り組みを企画・実行しています。 

3. ピア・プロジェクト 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜マナー係＞多くの利用者が快適に図書館を利用できる環境を目指して活動を行っています。今年度は新たな試みとして、消しカス入れに「館内飲食禁止」のラベルの貼り付けや、SNSを活用したルール周知などを行いました。＜書庫・ツアー係＞・書庫の周知を図り、書庫の利用を　促進する活動を行っています。・今年は、書庫の場所を示す看板・　ポスターの作成を行いました。　また、ピア・サポーター向けに書　庫を案内するためのマニュアルの　作成も行いました。＜イベント係＞読書会の開催、ゆるキャラグッズの作成・配布を行っています。2018年度読書会のテーマ　第1回：「お気に入りの本」→小説や歴史本、自己啓発本や法律の本など様々なジャンルの本を紹介しあいました。＜広報係＞リーフレット発行　「Library Peer Times 」を発行しています。　年3回の発行を通して図書館ピアの活動報告を　　行っています。掲示・配布場所：　図書館内・学内各掲示板・Web上主な記事内容：　図書館ピア・サポーターの紹介　ピア主催のイベント報告　おすすめ本紹介　など　



1.企画名  2.実施目的 3.担当者 

4.対象者  5.実施日程 6.実施場所 

7.広報手段 8.企画概要 9.スケジュール 

10.役割分担 

各係の企画は、企画書にまとめて共有しています。 

企画書の項目 

☆企画書☆ 



添削を受けた企画書の一例 



＜マナー係＞ ポスターの作成 



＜イベント係＞ 読書会の開催 



  ＜広報係＞    Library Peer Times（LPT） 



＜グッズ係＞  グッズの作成 



＜展示係＞ おすすめ本の展示 



4. 大学祭展示 

イベントやおすすめ本展示などで使用したグッズを展示しました。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年度、新しい企画として図書館ピアで大学祭の展示に出展しました。すべての展示物をピアが作成し、レイアウトの作成、展示ボードへの貼り付け、POPの作成などの事前準備をすべてピアが担当しました。



5. 図書館ピア成果報告会 

① 図書館ピアの活動への
理解を深めてもらうため 

② 学内で活動する他のピア
との連携を増やすきっか
けとするため 

☆開催目的☆ 



昨年度の活動を振り返って 
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ピア・プロジェクトの成果と課題 
 

 

 

  成果 
• 書庫受付看板の設置により、受付の
場所のわかりやすさが向上 

• 消しカス入れへの注意喚起ラベルの
貼り付けによるマナー向上に向けた
取り組み 

• ゆるキャラを活用したグッズ作成 

• インスタグラムを活用した広報力の
強化 

  課題 
• ツアーの企画を実施できなかった 

• 利用者の目にとまりやすい注意喚起が
できるかを考案することが大変だった 

• 新規の参加者が増えないこと 

• チーム内での進捗管理の甘さから予定
が遅れがちだった 



今後ピアが取り組みたいこと 

・大学図書館学生協働交流シンポジウムへの継続的な参加 

・大学祭への出展 

・学内外の人との共同企画、図書館以外での活動 

・利用者に楽しんでもらえる新たな企画 

 （クイズラリー、読書手帳など） 



京都大学 



京都大学附属図書館利用支援課利用支援掛 
小松原記子 

第8回大学図書館学生協働交流シンポジウム 
2018/9/6  於：広島大学 

京都大学附属図書館の
学生協働 



1.  
学生協働の概要 



学生協働の概要 

レポート・課題・文献の
探し方などの学習支援 

 

スタッフは全員院生 

         ＋英語堪能 

 

専門性を活かした相談
にも対応 
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学生協働の歴史 

• 2013年10月 学習サポートデスクオープン 

                          

• 2014年4月 ラーニング・コモンズオープン 

          同時に学習サポートデスクを 

          ラーニング・コモンズ内に移設 
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活動内容 

• ミーティング        隔月1時間半程度 

• 各種イベント   

  英語・中国語図書館ツアー、レポート執筆講座、 

  オープンキャンパスでの学生生活報告、 

  プレゼン講座など 

• 図書展示 

  スタッフの専門分野入門書紹介 
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2.  
イベントの内容 



図書館ツアー パソコン実習 
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図書館ツアー パソコン実習 

2018/9/6 大学図書館学生協働交流シンポジウム 8 



ラーニング・コモンズでの講習会 

2018/9/6 大学図書館学生協働交流シンポジウム 9 



オープンキャンパス 
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図書展示 
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3.  
学生協働 
利点と問題点 



利点 

学生同士なので立場が近い 
 
実体験に基づいて話すことができる 
 
教員を目指すスタッフの職務経験になる 
 
図書館職員と異なる発想・スキル 
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問題点 

職員が意図した内容とギャップがある場合が
ある 
 
同じイベントでも担当者の得手不得手・性格
によるバラツキが大きい 

 
トレーニングプログラムが不十分 
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問題点 

認知度はまだまだ低い 
 
学習相談件数・イベント参加者をどうやって
増やすか 
 
学内他部署や他図書館との連携が不十分 
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島根大学 



“個”から“チーム”へ 
―ビジョンの共有と具体的な研修ー 

島根大学図書館コンシェルジュ 
立石彩夏（２年） 長廻圭祐（２年） 



 発表内容 

１、はじめに 
 
２、チームビルディング研修 

 
３、各種実施講座・研修 

 
４、まとめ 



昨年度の全体報告会にて… 

「チーム活動になっていないのでは？」 

チームの活動の目標とは？ 



来館者を増やす 

何の為に増やすの？ 

一度みんなで考えてみよう！ 

利用者が満足できる 

具体的にどう満足するの？ 



 チームビルディング研修 概要 

講師：荒川長巳 先生（元島根大学教授） 

目的：①図書館コンシェルジュのビジョンの共有 
   ➁チーム活動の活性化 



偏愛マインドマップ 
（好きなこと紹介） 

UNGAME 
（自己表現ゲーム） 

お気に入りのものは？ 

質問タイム 

 チームビルディング 



 
ワールドカフェ 

 ビジョンの共有に向けて 



「私たちの活動の結果、 
○○○○○○○○ 

となることを目指します」 

 ビジョンの共有に向けて 



班に分かれ成長経験の共有 

「1年後最高だったね！と言えるコンシェルジュ活動」 
について話し合う 

班の意見を集約し最終的な目標をつくる 

 ビジョンの共有に向けて 





楽しく成長 行きたくなる魅力 

利用者のニーズに
応える 

コンシェルジュも
利用者も成長 



コンシェルジュも利用者も楽しく 
成長し、利用者のニーズに 
応えられ、かつ行きたくなる 

魅力を持った図書館 
 

 ビジョンの共有に向けて 



 チームビルディング研修の総括 

①活動をする上での方向性を設定できた 

➁参加者同士の関係が構築できた 

③自分たちの活動を振り返ることができた 



目標では「コンシェルジュも成長」することが必要！ 

色々なスキルを身に付ける必要があるのでは？ 



 学ぼう！留学生と話すコツ！ 

講師：松田みゆき 先生（ボランティアグループ 
             「まつえりあ日本語教室」代表） 

目的：留学生と日本語で話す技術を学ぶ 



「やさしい日本語」 
⇒「優しい」「易しい」 

ちょっと言い換えた 
日本語で大丈夫！ 



 伝えたいことが伝わる！ 
      ビジュアルデザイン基礎講座 

講師：髙須佳奈 先生（地域未来協創本部） 

目的：パワーポイントを活用したデザイン力の向上 



「目を肥やす」ことも
重要！ 

すぐに実践できそうなこと
がたくさんあった！ 



斜めにすることで強調！ 

キャラクターをぼかして
ちょっとカッコよく！ 

同じ緑系統の色を使用 
⇒強調度合いの変化 



 ファシリテーション研修会 

講師：荒川長巳 先生（元島根大学教授） 

目的：ファシリテーション技術を身に付ける 



 まとめ① 

目標が共有できていないと活動の方向性が定まらない 

①今後は作った目標に沿った企画を 
行っていかなければならない 
➁活動に参加できていないメンバーへの 
目標の共有が課題 



 まとめ➁ 

よりよい活動を行うためには 
様々なスキルも必要！ 

今後もスキルアップを目指す！ 
プレゼンの仕方 
ファシリテーション研修 

例 



ご清聴ありがとうございました！ 
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